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３ 生徒の実態(男 21名 女子 17名 合計 38名) とても思う←←         →→まったく思わない 

 ５ ４ ３ ２ １ 

①自分は充実した生活を送っていると思う 15人 15人 ４人 １人 ０人 

②これからの生き方について考える 14人 15人 ４人 １人 １人 

③自分自身に満足している ５人 ６人 10人 10人 ４人 

 出席者 35人にアンケートを行い上記の結果となった。全員が夏休みに 1校以上の高校の体験入学・

見学を行い、進路選択について日々考えているため、生き方についての関心が高い生徒が多いことが分

かった。今後進路面談を行ったり、出願書類作成のための基礎委資料を作っていく上でこの関心は引き

続き高いまま維持されると考えられる。自分は充実した生活を送っていると思うという生徒の５と４の

割合は 85％であるが、自分自身に満足しているという数値は５と４の割合が 30％と低いことがわかっ

た。本題材で自分の幸せの軸について考え、「どういう状態が自分が満足する状態なのか」ということ

を考えさせたい。 

 

４ 評価規準 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

社会の中で自分の役割を果たしなが

ら、自分らしい生き方を実現してい

くことの意義を理解している。 

自分らしい生き方の実現に向け、

現在の学習や将来の進路について

の課題を見いだしている。 

将来の生き方を見通したり、

現在の生活や学習を振り返っ

たりしようとしている。 

 

５ 千葉市国際教育部会研究主題とのかかわり 

研究主題 

 

 

 研究課題 

（１）国際社会の中で、共に生きる社会を自ら進んで築こうとする国際感覚を育むための各教科等や 
特別の教科道徳の指導 

 （２）自国文化や異文化の理解と国際的視野の習得 
 （３）言語理解と主体的にコミュニケーションを図るための外国語活動・外国語の指導 
 （４）日本語指導が必要な児童生徒の学習や生活に対する適応指導 
 

本授業では研究課題（１）～（４）の中から、研究課題（１）に関する実践を試みる。課題解決の方

法として「国際理解教育の視点から、教育課程全体を見直し、国際理解教育の指導内容やカリキュラム

に基づく授業実践を積極的に進める」とあり、特別活動の中から学級活動(３)オの「主体的な進路の選

択と将来設計」を選び授業を計画した。 

国を越えてより多くの人の価値観に触れることを目的とし、ベトナムのハノイ市の私立のインター

ナショナルスクールである日本国際学校（Japanese International School）に勤務する大原淳教諭(元

千葉市立有吉小学校教諭)の協力を得て、同じ活動（ダイヤモンドランキング作成）を現地で、ベトナ

ム語でも行っていただきその回答を資料として提示する。また、2018年 JICA教師海外研修でベトナム

に派遣された埼玉県立鳩谷高等学校吉田大祐教諭作成のショートムービーを終末で使用する。これら

の教材が効果的かを検証したい。 

心の国際化から、共に生きる社会へ 

―国際性豊かな児童生徒の育成を目指して― 
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６ 本時の指導 

（１）ねらい  

幸せについてのダイヤモンドランキングを作成し、それを班やクラス、また異なる環境の人と比較

することで、その多様性に気付き、自分が大切にしたい生き方について考える。 

（２）展 開 

過程 学習活動と発問 指導の手立て 

導入 

10分 

１新聞記事を読んで思ったことを隣の席

の人と話し合う。 

〇「日本人の幸せって？」の新聞記事を教

師が読んで紹介する。 

展開 

10分 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

25分 

 

 

２ 幸せについてのダイヤモンドランキ

ングを各自作成する。 

 

 

３ 作成したダイヤモンドランキングを

近くの席の生徒同士で紹介し合う。 

 

４ ベトナムでのダイヤモンドランキン

グの事例紹介を聞く。（日本国際学校 9

年生生徒の回答を翻訳したもの） 

 

５ ４の感想をプリントに書く。 

 

６ 大原先生自身の価値観の変容につい

ての話を聞く。 

 

７ もう一度自分のダイヤモンドランキ

ングを振り返り、それもとに自分が大

切にしたい生き方を考え、プリントに

書き、クラスで発表する。 

 

８ ショートムービーを視聴する。 

 

 

〇９つの項目を紹介する。 

①自然環境②人とのつながり③平和 

④国の発展⑤精神の自由⑥物質的豊かさ 

⑦多文化共生⑧自分らしさ⑨社会貢献 

 

〇各自違うランキングができることに注目

させる。 

 

〇zoomでハノイにある日本国際学校の大原

先生から直接話を聞けるようにする。 

〇リアルタイムで接続している利点を生か

し、こちらからも質問があれば回答して

もらうようにする。 

 

〇ひとつの正解を求めるのではなく、多様

な意見を認めて共感的に聞くことができ

るようにする。 

〇住む場所や環境が変われば大切にしたい

ものや幸せや豊かさの基準が変わるとい

う実体験に注目させる。 

〇自由に考えてほしいため、特に教師のほ

うで誘導するような発言は控える。 

終末 

５分 

９ 本時の振り返りを行う。 

 

〇自分事としてふりかえることができるよ

う、これまでの自分、今日の学習で考え

たこと、これからの自分について、を観

点として提示する。 

◇個人が考える「幸せ」の多様性に気づ

き、自分が大切にしたい生き方について

考えることができたか。（ワークシート） 

幸せの軸について考えよう。 
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７ 板書計画 

 

 

 

①自然環境 
②人とのつながり      ダイヤモンドランキング    
③平和 
④国の発展 
⑤精神の自由 
⑥物質的豊かさ 
⑦多文化共生 
⑧自分らしさ 
⑨社会貢献 

 

幸せの軸について考えよう 

大原淳先生 

千葉市→ハノイへ移住 

日本国際学校勤務 

豊かさ 

幸せ 

導入 朝日新聞の投書欄より 




